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研究成果の概要（和文）：IODP Exp. 356で採取されたSiteU1460とU1463に含有する有孔虫化石の化学組成か
ら，レーヴィン海流の形成・発達時期と氷期-間氷期サイクルの海水準変動に起因したレーヴィン海流と周辺の
水塊構造の変化を高精度に復元した．その結果，レーヴィン海流および水塊構造がオーストラリア西沖でのテク
トニクスおよび氷期-間氷期サイクルに伴う海水準に影響して変化していることを明らかにすることができた．
また，氷期の時期にも同海流が現在と同程度流れていた可能性が示唆された．

研究成果の概要（英文）：We investigated carbon, oxygen, and neodymium isotopes of foraminifers 
collected from IODP sites U1460 and U463 to delineate the history of the Leeuwin Current and its 
surrounding surface water masses for the last 4 million years. The cores are mainly composed of 
shallow water carbonates. We defined  Marine Isotope Stage (MIS) of the cores using the correlation 
between the oxygen isotope records, calcareous nannofossil biostratigraphy, and global benthic LR04 
stack from Lisiecki and Raymo (2005). Our results indicate that the modern Leeuwin Current system 
had initiated from ~1 million years ago, and it became a modern state after the Mid-Brunhes Event. 
Our records also infer that the LC was not reduced during glacial periods.

研究分野： 炭酸塩堆積学・地球化学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は，有孔虫化石の炭素・酸素同位体比，ネオジム同位体比，先行研究より得られている底生有孔虫の群集
組成を組み合わせることで，オーストラリア西岸を流れるレーヴィン海流の変化を過去約400万年間を通じて明
らかにした．ネオジム同位体比を表層海流および表層水塊の復元に応用した例は，本研究が世界初である．その
結果，同海域の海洋環境の変化を定量的に復元することができ，汎世界的な気候変動の影響のみならず，地域的
な地殻変動の影響も評価することができた．また，従来，氷期の時期にレーヴィン海流が流れていなかったもし
くはかなり弱化していたとされていたが，現在と同程度流れていた可能性を定量的に示すことができた，



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
現在のオーストラリア西岸には，レーヴィン海流（東岸流）の発達による低緯度から中・高

緯度への熱輸送システムが駆動している．この暖流の影響により，オーストラリア西岸には温
帯域までサンゴ礁が発達しており，後期更新世の最盛期には造礁サンゴの分布域が南緯 29°ま
で拡大していたことが知られている（Collins et al., 2006）．また，レーヴィン海流の盛衰はオー
ストラリアモンスーンの強度変化，ならびに南極氷床の消長と密接に関係していることも指摘
されており，同海流の変動履歴を復元することは東部インド洋の海洋環境・生態系の変化なら
びに地域的・汎世界的な気候変動を解明する上で重要である． 
オーストラリアモンスーンはオーストラリア大陸の水環境を支配する重要な気候要素であり，

第四紀を通じてその強度が弱まっていることが知られている（＝年降水量の低下）．一般に，モ
ンスーンの強度は海と陸の熱バランスならびに熱帯収束帯（ITCZ）の位置によって変化するこ
とから，両者と関係した日射量変化はモンスーン強度を決定する重要な気候因子の 1 つとして
考えられている．例えば，石筍記録より復元された過去 1 万年間のモンスーン強度変化（数百
〜数千年スケール）は南北半球で対照的なシグナルを示し（北半球：弱化，南半球：強化），両
半球での日射量変化（北半球：低下，南半球：上昇）と調和していることが示されている．一
方，第四紀におけるオーストラリアモンスーンの弱化の原因は，同期間を通じて南半球の日射
量が低下した証拠はなく，地球公転軌道（ミランコビッチ理論）による日射量変化のみで説明
するのは困難である．よって，オーストラリアモンスーンの変動を駆動もしくは増幅させる公
転軌道要素（数万年）スケールの内部因子があると考えられ，その候補の 1 つとしてインド洋
東部の海洋環境変化に伴う大陸–海洋相互作用や海陸の熱バランスの変化が挙げられる． 
現在のレーヴィン海流の海水は，インドネシア海峡（<200 m 以浅）を通じて太平洋の一部が

インドネシア通過流としてインド洋に流れ込んだものである．北半球高緯度の氷床量変化が海
水準変動に換算して 130 m にも及んだ最近 100 万年間の気候下（氷期–間氷期）では，レーヴ
ィン海流の規模や組成，また，それに伴う東部インド洋熱帯〜温帯域の海洋環境（水温・塩分・
栄養状態など）・生態系は海水準に大きく依存していたと示唆される．これらの変化に伴う大陸
–海洋相互作用や海陸の熱バランスの変化がオーストラリアモンスーンに大きく寄与していた
場合，70 万〜140 万年前に起こった Mid-Pleistocene Transition（MPT：これを境に氷期–間氷期
サイクルの周期が 4.1 万年から 10 万年になった）は同モンスーンの変遷史の中で重要な転換点
であった可能性が考えられるが，これらの仮説を検証をするためには，地球軌道要素（数万年）
スケールの時系列解析に耐えうる古環境記録を連続的に復元する必要がある． 
 
２．研究の目的 
本研究では，オーストラリア西沖の陸棚で採取された第四系の連続コア試料を用い，レーヴ

ィン海流の形成・発達時期を高時間分解能（数千年オーダー）で復元し，氷期-間氷期サイクル
の海水準変動に起因したレーヴィン海流と周辺の水塊構造の変化を高精度に復元することを目
的とした． 
 
３．研究の方法 
研究試料は，2015 年 7 月 31 日〜9 月 30 日に実施された国際深海科学掘削計画第 356 次研究

航海にて採取された，オーストラリア西沖の掘削コア試料（浅海性炭酸塩堆積物）を用いる．
本研究では，同航海で掘削された 6 本のコア試料のうち，コア回収率，連続性，堆積物に含ま
れる化石試料の保存状態，レーヴィン海流ならびにオーストラリアモンスーンの影響の程度な
どを考慮し，北側から 1 サイト（U1463），南側から 1 サイト（U1460），計 2 本のコア試料を選
定した．そして，コア試料に含まれる底生有孔虫ならびに浮遊性有孔虫（Globigerinoides 
sacculifer）の炭素・酸素同位体比およびネオジム同位体比から，海水温，塩分，栄養状態，水
塊の時系列変化を高時間分解能（2000〜3000 年/1 試料）で復元し，レーヴィン海流の時代変遷
と氷期–間氷期サイクルとの関係を検討した． 
 
４．研究成果 
＜コア試料の年代＞ 
用いたコア試料（U1460 と U1463）から，石灰質ナンノ化石層序の基準面をそれぞれ 9 およ

び 10 確認することができた．よって，G. sacculifer と Uvigerina spp.の酸素同位体比，石灰質ナ
ンノ化石層序，国際標準の酸素同位体層序（LR04：Liceski and Raymo, 2005）を組み合わせる
ことで，両コア試料の年代を決定することができた． 
 
＜炭素・酸素・ネオジム同位体比の記録＞ 

G. sacculifer と Uvigerina spp.の炭素同位体比は，中期更新世までは両者が異なる値を示したが，
それ以降，ほぼ同様の値を示した（図 1）．これは先行研究で得られている同海域周辺の底生有
孔虫化石群集の結果（Haller et al., 2018）と調和的であった．よって，本研究で得られた両種の
炭素同位体比の変化は，表層〜亜表層域の栄養状態の変化を示しており，同水深域を支配する
水塊の変動に伴う湧昇流（upwelling）と沈降流（downwelling）の影響の変化を示していると考
えられる．G. sacculifer の酸素同位体比は，過去約 400 万年間を通じてほぼ一定の値を示すのに
対し，Uvigerina spp. の酸素同位体比は，3 つのステージ（古い方から，A〜C）に分けること



ができた（図 1）．ステージ A と B 間にはオーストラリア西部での地殻の隆起に伴う浅海化が
生じ，ステージ C の開始から現在の水塊構造に近い状況になり南インド洋中央水の影響が大き
くなったと解釈できる．また，前述の炭素・酸素同位体比に底生有孔虫のネオジム同位体比の
変動（図 1）を加味し，先行研究での観測・分析結果より得られているオーストラリア周辺の
各水塊の物理・化学的性質（Woo and Pattiaratch, 2008；Amakawa et al., 2000, 2019）との比較を
行うことで，コア採取地点に影響していた水塊を特定することができた．その結果，レーヴィ
ン海流が存在し始めたのは約 160万年前であるが，同海流が現在と近い状態になったのは約 100
万年であり，ほぼ現在の状態になったのは約 42 万年前以降であることが明らかになった．また，
得られたネオジム同位体比の値から，氷期の時期にレーヴィン海流が現在と同程度存在してい
た可能性が示唆された． 
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